
1

安芸太田町議会
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議席番号１

氏名 
かど

田
た

伸一 住所 筒賀本郷

主 な 役 職
・議会運営委員会委員長

・地方創生調査特別委員会委員長

所属委員会等

・産業建設常任委員

・議会改革調査特別委員会

・災害対策調査特別委員会

・ダム対策調査特別委員会

政策等

自己 PR

筒賀中学校→加計高等学校（林業科）

筒賀村役場→安芸太田町役場・・・・安芸太田町議会議員

趣味 釣り・家庭菜園

〇自然保護（森林整備）→森林環境譲与税の活用による、

森林整備

〇里山の整備

〇道路周辺の森林整備

〇農業→少量多品目栽培
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議席番号２

氏名 斉藤
さいとう

マユミ
ま ゆ み

住所 戸河内松原

主 な 役 職
・産業建設常任委員会副委員長

・ダム対策調査特別委員会副委員長

所属委員会等

・広報広聴調査特別委員会

・地方創生調査特別委員会

・議会改革調査特別委員会

・災害対策調査特別委員会

・子ども子育て・若者支援対策特別委員会

政策等

自己 PR

憧れるふるさとをめざす！

〇観光でまちおこし！

・三段峡・恐羅漢・深入山・町内一帯自然の啓発

〇女性の政治参画でまちおこし！

・女性の視点で政治参画

〇高齢者の生きがいづくり！

・生涯現役で生きがいのあるまちづくり

〇ダム問題を考える中でまちおこし！

・ダムと自然環境の調和
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議席番号３

氏名 佐々木
さ さ き

道則
みちのり

住所 殿賀

主 な 役 職

所属委員会等

・産業建設常任委員会

・議会運営委員会

・地方創生調査特別委員会

・議会改革調査特別委員会

・災害対策調査特別委員会

・ダム対策調査特別委員会

・議員選出監査委員

政策等

自己 PR

ささきみちのりプロフィ－ル

昭和 26 年 9 月 26 日生 ７２歳

平成 29 年 町議会議員初当選 現在２期目

議員選出監査委員

「笑顔かがやく住んでみたいまちづくり」

〇協働のまちづくり

・地域活動支援・生活環境支援の充実

〇未来につなぐまちづくり

・道路などの整備による防災対策の充実

〇行財政改革の推進

・健全な財政運営・効率的な行政運営
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議席番号４

氏名 小島
こ じ ま

俊二
しゅんじ

住所 加計空条

主 な 役 職 ・議会改革調査特別委員会委員長

所属委員会等

・総務常任委員会

・広報広聴調査特別委員会

・地方創生調査特別委員会

・災害対策調査特別委員会

・ダム対策調査特別委員会

政策等

自己 PR

安野―黒峠出身 安野小・中、可部高校、広島修道大学

趣味―バレ－ボール

座右の銘

〇議会改革のさらなる推進

・議会活動の情報発信の推進

・議員定数の削減

〇ふるさと納税の推進

・地域の特産品の発見

〇少子化対策―世代間格差の是正

・保育料、給食費の完全無償化
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議席番号５

氏名 末田
す え だ

健
けん

治
じ

住所 津浪

主 な 役 職

・総務常任委員会委員長

・議会運営委員会副委員長

・地方創生調査特別委員会副委員長

・ダム対策調査特別委員会副委員長

所属委員会等
・議会改革調査特別委員会

・災害対策調査特別委員会

政策等

自己 PR

住民主体の町づくりを進め、誰もが安芸太田町に住んで

よかったと言える町づくりを目指し、活動しています。

〇清流太田川を活かす取組→アマゴつかみ取りを実施し

ています。

〇伝統芸能神楽の振興→津浪神楽団現役神楽団員です。

〇住民主体→地域が主体的に活動してこそ町が元気にな

ります。
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議席番号６

氏名 大江
お お え

厚子
あ つ こ

住所 戸河内土居

主 な 役 職 ・総務常任委員会副委員長

所属委員会等

・地方創生調査特別委員会

・議会改革調査特別委員会

・災害対策調査特別委員会

・ダム対策調査特別委員会

・子ども子育て・若者支援対策特別委員会

政策等

自己 PR

〇経歴

戸河内小学校・中学校、観音高校、広島県立女子大学 卒

湯来町社会福祉協議会、障害者作業所 勤務、パン屋営業

〇モットー

競争や排他ではなく、共に信頼し合い、誠実に行動して、

矛盾が噴出している世の中を私たちの力で変えていきま

しょう！

〇公約

・地方切り捨て政策に反対します。

・人の命や暮らしを守る政策を推進し、福祉後退には異議

を申し立てます。

・自然環境を保全する政策を提言します。

・戦争・核兵器・原発推進に抗います。

・地域住民の声を行政に届け、活動を周知します。



9

議席番号７

氏名 影井
か げ い

伊久美
い く み

住所 上殿中央

主 な 役 職
・広報広聴調査特別委員会副委員長

・子ども子育て・若者支援対策特別委員会

委員長

所属委員会等

・産業建設常任委員会

・地方創生調査特別委員会

・議会改革調査特別委員会

・災害対策調査特別委員会

・ダム対策調査特別委員会

政策等

自己 PR

【住居】兵庫県→2010 年上殿に古民家を購入、一家でＩ

ターン

【年齢】４５歳

【家族】夫・子ども５人（成人２人・高校生２人・中学生１

人）孫１人 犬・猫

【移住後の活動】子育てを中心に、家の DIY や畑作業をし

ながら「わくわくフェスタ」というイベント発起主催。こど

も園保護者会会長や中学校母親代表、社会福祉協議会評議

委員、農業推進委員、農業委員会ウーマンネット広島理事

等を歴任。

【議員活動・取り組み】

・住民の想いや声を町政へとつなぐ

・住民主体の町づくり推進

・自然を守り活かせる産業や教育の推進

・子ども・子育て環境の充実

・将来世代の財政負担軽減についての働きかけ

・議会の見える化
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議席番号８

氏名 田島
た し ま

清
きよし

住所 殿賀

主 な 役 職
・広報広聴調査特別委員会委員長

・災害対策調査特別委員会副委員長

所属委員会等

・総務常任委員会

・地方創生調査特別委員会

・議会改革調査特別委員会

・ダム対策調査特別委員会

・子ども子育て・若者支援対策特別委員会

政策等

自己 PR

殿賀出身 殿賀小－加計中－宮島工業高 趣味－ドライ

ブ・読書

〇いのちと暮らしをまもる

・滝山川の旧ＪＲ廃線鉄橋による流域整備

・上殿大橋周辺をはじめとする、太田川河川環境の整備

・中小河川の砂防えん堤などの管理・整備

〇子どもたちが誇れる町づくり

・加計高校をはじめとする教育環境を充実する

・教育の町として県内でもトップを目指す

〇女性に支持されるまち

・町議会女性議員数５割以上を目標とする

・女性活躍のまちづくりのため各種委員会の女性構成員

を半数以上に
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議席番号９

氏名 大江
お お え

昭
あき

典
のり

住所 筒賀松原

主 な 役 職

所属委員会等

・総務常任委員会

・広報広聴調査特別委員会

・地方創生調査特別委員会

・議会改革調査特別委員会

・災害対策調査特別委員会

・ダム対策調査特別委員会

・子ども子育て・若者支援対策特別委員会

政策等

自己 PR

元消防職員・救命士・防災士・５９歳

〇広島県子ども会連合会 会長

〇加計高校 PTA 顧問

〇安芸太田町 PTA 連合会 顧問

◎安芸太田町の現状と未来を考え、取り組むために、

皆様の声に寄り添う心を大切にし、培った行動力で

実現を目指します！
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議席番号１０

氏名 津田
つ だ

宏
ひろし

住所 戸河内上本郷

主 な 役 職
・産業建設常任委員会委員長

・災害対策調査特別委員会委員長

・ダム対策調査特別委員会委員長

所属委員会等
・議会運営委員会

・地方創生調査特別委員会

・議会改革調査特別委員会

政策等

自己 PR

〇雇用の確保

〇町民の所得向上

〇地域経済の活性化

〇地場産業の育成

〇加計高校の存続

〇災害対策

〇DX 推進

〇観光振興

〇交通対策（ライドシェア等）

〇高齢化した自治会の支援
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議席番号１１

氏名 佐々木
さ さ き

美
み

知夫
ち お

住所 筒賀三郷

主 な 役 職

・副議長

・議会改革調査特別委員会副委員長

・ダム対策調査特別委員会副委員長

・子ども子育て・若者支援対策特別委員会

副委員長

所属委員会等

・総務常任委員会

・議会運営委員会

・地方創生調査特別委員会

・災害対策調査特別委員会

政策等

自己 PR

平成 21 年３月当選以来４期 15 年間、町の課題である、

〇学校統合問題

〇人口減少による少子高齢化対策

〇公共交通の利便性の向上

〇若者の定住対策の強化（空家バンクの活用）

〇定住促進住宅の促進

〇その他


